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デリサンに依る掘虫卵殺滅試験について ( 1 ) 
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近年畑虫感染予防対策としての康尿の薬剤処理法に関 第 1表尿尿投入のデ Fサユ／の濃度

する研究並報告は二硫化炭素をはりめネオジクロン，パ
No. 

ラチオクレゾーノレ其他非常に多くあるが，吾々は尿尿中
ヘキジJレレゾJレシジ カプロシ酸沈降硫黄

殺卵剤としてデリサンに依る殺卵試験を行ったので報告
1 0.002% 0.001% 0.01% 

する。
2 0.001% 0.002% 0.01% 

実験に用いたデリサンとは，ヘキシノレレゾノレシン，ノ
3 0.002% 0.002% 0.01% 

ノレマノレカプリン酸， 沈降硫黄より成るもので尿尿 1石
4 0.001% 0.001% 0.01% 

第 2表予備実験の成績

発 育 §fJ 未発育卵

No. 作用薬品作用期間 初期分桑堪期側斜期仔虫包単胞細卵
発育指数対照観察（ず）

裂期卵卵 卵 藤期卵
変性卵 日

ヘキジJレ 24時間 。 。 。 3.4 。 66 170 490 35日

1 レ＇；flレシシ 48 。 。 。 46 。 54 230 445 ’f 
0.1% 

’F 24 グ 。 。 。 48 。 52 240 485 II 

2 0.01 % 48 ゲ 。 。 。 17 。 83 85 470 ’I 
3 ’F 1週間 。 。 。 。 46 54 。 460 0.02 % 

!/ 

4 カプロユ／酸臥 24時間
0.01 % 

1 。 。 。 4 95 2 465 30日

5 沈0降.1硫p黄~ ’F 2 3 。 。 46 49 13 ゲ 35日

6 カプ ロシ酸臥数分 。 。 。 。 。 100 。 ’F 作用
直後

10.0 % 並20日

7 尿10.0素% ’F 。 。 。 38 。 62 190 // 20日

8 洗降硫黄% 
JO.O ’I 。 。 。 。 61 39 61 グ 16日

c 180l<g）に対し 25gを用いるが，其使用濃度に依り
申 ShizukoKimura.料 ShinjiKimura and *** Isao 表1の如く 1号～4号に種別する。

Kozai: Ovocidal effects of Derisan on the ascaris 誌でデリサンに依る殺卵試験成績を述べる前に，予備
egg. ( 1) 

実験と↓てデリサンの配合成牙及其他の薬剤を用いて行
(*Dept. of Hygiene, Kyoto Pref. Med. University. 

本木Dept.of Pathology, Kyoto Pref. Med. University、 った殺卵試験成績を記しておく。実験方法はNo.1～5

一二＊＊＊IbukishoChemical Indust. Co. LTD.) に於ては糞便に夫々薬剤の溶液を混和撹梓し，作用時間

( 21 ) 
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第 3表 糞便内人姻虫卵に対ーする殺卵成績（培養35日目の発育指数）

作用薬品
作用 発育卵 未発育卵

実験期日室温作用日数初期期分桑卵構期耕虫~期誠仔虫卵包単細胞 発育指数対照
裂卵 卵 期卵 変性卵

io /s～13/g 28.8°C 1週間 1 

デPサシ 3号ワ 17 /8～20/9 27.9口oc 2週間 。
デロサユ／ 4号 1I9～10/g 29.2°C 1週間 。

14/9～17/g 28.2°C 2週間 。
〈口数〉経過後水洗集卵して培養した。 No.6～8に於

ては無処置の糞便より水洗集卵したものに夫々薬剤を加

え振渥混和後直ちに培養した。実験期間は 8月10日から

9月下旬て，作用室温は 28.8°0～27.9°0てあった。其

成績は表2の如くて，ヘキシノレレゾルシンの 0.1%及び

0.01%の夫々24時間作用， 48時間作用何れも余り有効て

はない。唯0.02%1週間作用のみ比較的有効であった。

カプリン酸10.0%数好作用， 0.01%24時間作用は何れも

有効てあり，沈降硫黄10.0%数牙作用， 0.1%24時間作

用も叉有効であった。

次にデリサンの殺卵試験成績に就て述べる。

実験期聞は1955年8月上旬より11月上旬の聞で，実験

は (1）糞便に於げる場合， (2）便池中の民尿に於ける場

合に就て行った。以下夫々に就き実験方法と成績を述べ

る。

糞便に於げる場合

1) 実験方法

ピーカーに掴虫卵陽性の糞使をとり之にデリサン溶液

を夫々表1の濃度に加え，充好に混和撹持し1週間室温

に放置後，検体の2～8カ所をとり，其中の蜘虫卵を 2

%フオノレマリン水て、試験管培養した。残余の検体は2週

間薬剤作用実験の為，更に1週間室温に放置後培養し

た。培養温度は29°0とし，室温が其附近に在る時は室温

に置いた。

姻虫卵殺減効果判定は培養虫卵の形態学的変化の観察

に依ったが，其観察〈培養〉日数に関して児玉 (1954)

は60日と云い，久津見（1955・a）は短時日の培養ては

正常単細砲と死滅虫卵との形態学的区別が困難であると

して，全ての虫卵が仔虫包蔵卵と脂肪球変性卵の2種に

牙れる迄，即生死不明の変性卵が脂肪球変性卵に退化す

るに至る迄70～90日間の培養が必要であるとし，尚久津

見 (1955・b）は更に其後の成績で殺卵率決定に要する
培養日数は殺卵剤の効果の強弱に依って異り，様々な殺

卵率が得られるであろうと推定されるような試験例ては

。
。
。
。

( 22) 

。 。 58 41 2 500 。 。 。 100 。 460 

。 。 71 29 。 500 。 。 78 22 。 470' 

勝、粒変性卵のみを死滅卵とする判定方法に従わねばなら

ず，約60日以上の長期培養が必要であると報告してい

る。故に殺卵効果未定のデリサンに就て効果判定を行う

には長期培養をするとよいのであるが，今回の実験ては‘

一応，和泉（1954）らの成績よりして少く共35日以上と

した。而して次回の冬期実験に際しては60日以上の観察

を行いたいと考えている。

培養卵の形態学的な牙類は和泉の方法にならった。成

績は培養日数30日以上の単細胞卵及変性卵を末発育卵と

し伏見（1950・a） の発育指数，及久津見の仮定殺卵率

て表わした。 1回の観察卵数は 100個とし観察後は除去ー

した。

2) 実験成績

表3の如くて何れの場合も作用回数1週間て既に著し

い発育指数の低下が認められる。

仮定殺卵率は表4の如くである。

第 4表糞便実験の培養35日目の仮定殺卵率

』－－－－－～～ 作用薬物J盃ヶ」L デザ !Iy 3号作用日数 ～～～ー～

1 週間

2 週間

99 

100 

便池中の尿尿に於げる場合

1) 実験方法

デザロシ 4号

100 

100 

便池にデリサンを投入し，大肥杓にて充牙に撹t、ドし1

週間後， 2週間後， 8週間後に再び撹押して其上層部を

とり水洗集卵法に依り得た阻虫卵を培養した。薬剤作用

中，家族の排便且尿尿の汲取は自由とし， 8週間中に民

尿の汲出は約10回て1回の量は便池中尿尿の約 l/ 2量で

あった。依て薬剤の作用濃度は相当に稀釈されている筈

である。

2) 実験成績

表6の如く何れの場合に於ても既に作用日数1週間てー

発育指数の低下が認められる。仮定殺卵率は表6の如く。

である。
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Browu (1931）が水中豚蜘虫卵に対する実験て濃度 0.1

%15分作用て死滅したと報告し， 伏見 (1950・b）は
0.1%では1時間て殺卵するが 0.05%では24時間を経

ても殆んど効果がないと報告している。叉同じく伏見

(1951）は38°0に於ける実験て1.25%以上ならば1時間

作用て全卵死滅し， 0.1%では 5時間作用て大部長子正常

発育したと報告している。松村（1951）は 0.1%で有効

てあるとい伊東 (1951）は 0.1%24時間作用ては殆ん

ど姻虫卵の発育抑制は認められないが0.02%では有効で

あると報告している。叉松村（1954・a）は 1%5牙作
用，0.05%では27時間以上， 0.1%では24時間て有効て

あるとし，大沢 (1955・a,b）は尿尿中人畑虫卵に対す
る実験て 0.1%1週間作用て死滅率2' 2週間作用ては

死滅率23, 1.0% 1週間作用て死滅率ム 2週間作用て

は死滅率44と報告している。尚水中人阻虫卵に対する最

小殺卵濃度は 5°0ては 0.1%で、あったと云う。

カプリン酸に就いては竹山（1951）が尿尿中に含まれ

る物質の姻虫卵殺減作用のあるものとしてカプリン酸を

指摘し，山口 (1951)は1%の Capro in酸21時間作用

て殺卵効果ありと報告している。

沈降硫黄を配したのは，第ーにはデリサンを尿尿に投

η 

第6表

＼＼作用薬物

作用日数＼＼

2 週間

3 週間

初期分
裂期卵

1週間 0 

2週間 0 

3週間 5 

1週間 2 

2週間 6 

3週間 6 

察

1) デリサンの掴虫卵殺減効果について

糞便実験，便池中尿尿実験の何れに於ても其発育指数

並仮定殺卵率よりして殺卵効果のある事が推定される。

然乍ら今回の実験ては阻虫卵生死判定の為の観察回数は

~5 日間であったので， 久津見の成績もあり ， 叉今回実験

中に小宮博士からの御教示もあったので今後は少く共60

日以上の観察を行いたいと考えている。

ン
1
号一

7

0

5

h

ア
リ
サ
一

9

M

8

考

尿尿実験の培養35日自の仮定殺卵率

デン（その 1)（その 2）デン
ロ2 デロサシデロサユ／ lJ 4 
サ号 3 号 3 号サ号

98 100 95 96 

90 100 71 100 

83 91 90 91 

2) デリサンの有効濃度に就いて

現在ては末だそれを決定する段階には達していない。

向後更に実験と研究を重ねて明らかにしなければなら

ね。而してデリサンの配合成分であるヘキシノレレゾルシ

ン並カプリン酸について，其岨虫卵殺滅試験に関する文

献を挙げてみると次の如くである。

ヘキシルレゾルシンに依る蜘虫卵殺滅試験については 入した時に撹持混合に加えて更に貯溜槽の底迄沈むのに

( 23 ) 



442 〔寄生虫学雑誌、・第 5巻・第 4号

役立つように願う為である。第こには二硫化炭素が殺卵 の季節に於ける実験も行わねばならぬ。低温の時期に於

剤として非常に有効であるが，二硫化炭素を尿尿に投入 ける実験は現在行いつ〉あるので次回に報告する予定て

するとメルカプタンや硫化水素を生ずる。市して此うち ある。

硫化水素が殺卵効果を挙げるのではないかと考え尿尿中 第六に「薬剤混合肥料て育てた農作物が人畜に無害て

に沈降硫黄を投入しても同様に硫化水素を生ずるから， あること」である。ヘキシルレゾルシンは既に駆虫剤と

之を配合成分として用いたのである。 して使用されており， 叉松村 (1954・b）らは野菜の薬

3）デリサンの実際的応用について 剤処理に依る畑虫感染予防実験に此水溶液を用いてお

寄生虫予防対策としての殺卵剤を実用化するためには り，デリサンの如く非常に濃度の稀薄なものの混入せる

種々の条件を満足させるものでなくてはならない。 尿尿の撒布に於ては之に依て育てた作物を食べても恐ら

第一に「寄生虫卵を確実に比較的短期間に減殺すると く薬害は無いと考えられる。

と」である。デリサンは上記の各実験に於て作用日数1 更に殺卵剤が殺菌的にも叉殺担的にも有効であれば良

週間て殺卵効果を認めるととが出来る。殊に便池中の尿 いのであるが，之等に就ては現在検討中てある。唯蚊や

尿に於ける実験では家族の排便を許しているのであるか 蝿の成虫に対しては恐らく無効てあろうと考えられる。

ら薬剤作用1週間目の検俸も採取する当日の排便中の虫 故に卵乃至幼虫への効果を期待する訳であるが現在実施

卵も培養される可能性もある訳であるから薬剤と虫卵の 中の野外実験の中間報告では，冬期常に多数みられる帰

接触さえ確実になされるのであれば比較的短時日て殺卵 が非常に少いそうである。

効果を挙げ得るのではないかと考えられる。

第二に「肥料的効果を損わないとと」であるが，之に

関しては現在京大農学部並滋賀県立農事試験場て試験中

であって，現在の処ては少くとも疏菜に関しては薬害は

認められないと云う成績を得ている。叉塚本（1951）は

ヘキシノレレゾルシンの植物種子の発芽に及ぼす影響を検

して 0.1%では発芽を抑制するが， 0.1%以下の濃j立て

は発芽をみると報告している。カプリン酸は生理的に果

尿中に存在するものであり，沈降硫黄及硫化水素は勿論

毒性を有するが此処て使用する濃度ては無害てある。

第三に「簡易で取扱い上危険の無いとと」てある。之

に関しては特に案ずる点は無いようである。

第四に「安価であること」である。デリサンの実際的

使用に当つては尿尿約一石に対し25gを投入するとすれ

ば約50～70円であると云う。工業的に大量生産されるの

であれば更に安価になるのではなかろうか。

第五に「季節的影響を受けないとと」である。松村

(1955）並柳沢 (1954）に依札ば薬剤の殺卵効栄は作用温

度の低下と共に減弱するのであり，叉大沢はヘキシノレレ

ゾノレシンの殺卵効果に関する机皮差の影響を検して 0.1

%1週間作用て死滅率は 5°0ては20°0の14/100, 0.1%2 

週間作用ては 951100, 1 % 1週間作用ては 14/100, 1 % 2 

週間作用ては 100I JOO即20℃の方が5℃の場合よりも高い

殺卵力を示すと報告しているο 実際に殺卵剤を使用する

必要があるのは農作物の関係から寒い季節に於ける使用

が多くなって来るので確実な効果判定をする為には今回

の如く ，比較的高温の季節に於てのみでなく ，更に低i吊

( 24 ) 

最吉 論

1) ヘキシルレゾルシン，カプリン酸及沈降硫黄より

成るデリサンは尿尿中畑虫卵殺減試験に於て，其虫卵の

培養に於ける形態学的変化からして殺卵剤として有効で

ある ζ とを認、めた。

2) デリサンてと尿尿に投入しても疏菜に対し其肥料的

効果を損うととはない。

3) デリサンの最有効濃度の決定に関しては今後実験

並検討を加えねばならないが，相当に稀薄な状態て有効

であろうと推定される。

4) 今回の実験は比較的高湿の季節であったので，低

温の季節に於ける実験を引続き実施し報告する予定てあ

る。

稿を終るに臨み御指導，御校聞を賜わった緒方教授に

深甚なる謝意を表すると共に， 本実験に関し種々御懇

篤なる御指導を賜わった大阪大学微研伏見， 西村両先

生並に本学胃腸科横田先生に誌上より説く御礼申上げ

ます．

本論文の要旨は第25回日本寄生虫学会総会に発表し
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Summary 

An ovocidal effect of Derisan on ascaris egg 

in feces was tested in Aug. and Sept., 1955. The 

composition of Derisan No. 1 was as follows; 

hexylresorcin 14.4 % , capric acid 7.2 % , precipitate 

sulfur 78.4 % . We used 25 gm of Derisan per 180 
kg feces. Moreover, we tested the effects of the 

Derisan No. 2, No. 3, and No. 4, which are diffe-

rent from each other in their combination of these 

constituents. The experiment was performed on 

human feces in vitro and in night-soil. Periods of 

these experiments zn vitro were one and two 

weeks and those in night-soil were one, two 

and three weeks. The viability of ascaris eggs 

was determined morphological changes after the 

culture of 35 days. of the treated eggs The 

effect was denoted by the Index value of Develop-

ment and assumptive ovocidal rate. The ovoddal 

efficacy of Derisan on ascaris egg in feces and 

urine was recognized. 




